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さぬき市民病院職労 

地方公営企業法全部適用の動きがある中で、改革プランの検討と全適のポイントを学習し、組合員説明会と労使協議報告を組合ニュース

で知らせ、自治労連運動らしく、労働協約締結など労働組合の役割を果たすためにも、組織の拡大強化を進めています。 

 

さぬき市職員組合 

労使協議に向けて、保育所8カ所・児童館7か所・さざんか荘・社会福祉協議会定例訪問懇談。次回訪問では、労使協議の報告と組合加入を

訴える。定例執行委員会(グチを言う会)は好評。公的保育制度について堅苦しい学習会ではなく説明会を計画しています。 

 

公務公共一般労組 

県労連との連携を強化して、全県の自治体関連職場への働きかけに向けて、指定管理職制度導入実態自治体アンケート、自治体訪問の準

備や情報収集に取り掛かっています。 
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な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
た
め
公
正
取
引

と
適
正
運
賃
の
確
保
な
ど
の
対
策
強
化
を

求
め
る
と
と
も
に
、軽
油
引
取
税
の
暫
定
税

率
の
撤
廃
を
も
と
め
る
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。 

タ
ク
シ
ー
部
門
で
は
、供
給
過
剰
状
態
で

の
不
況
で
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
が
過
酷
に

悪
化
し
て
い
る
中
で
、運
賃
改
定
が
賃
上
げ

に
つ
な
が
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
供

給
過
剰
を
見
直
し
、増
車
を
抑
制
す
る
よ
う

指
導
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
強
盗
の
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う

指
導
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 
集
会
の
後
の
要
請
は
、 

Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
し
、千
四
十
七
名
の
採
用

差
別
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
と
と
も

に
鉄
道
輸
送
の
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
要

請
し
ま
し
た
。 

高
松
国
税
局
に
対
し
て
は
、
所
得
減
税
・

消
費
税
の
廃
止
・
大
企
業
の
優
遇
税
制
の
見

直
し
な
ど
と
と
も
に
国
民
の
立
場
に
立
っ

た
税
務
行
政
の
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
に
は
、建

設
労
働
者
と
中
小
建
設
業
者
の
く
ら
し
と

経
営
を
図
る
こ
と
な
ど
国
民
本
位
の
公
共

事
業
の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

人
事
院
四
国
事
務
局
は
、自
治
労
連
が
担

当
し
ま
し
た
の
で
、少
し
詳
し
く
報
告
し
ま

す
。 

三
月
三
日
、
高
松
市
に
お
い
て
、
全

労
連
四
国
地
区
協
議
会
主
催
の
「
四
国

総
行
動
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

総
行
動
に
は
、
四
国
の
各
県
労
連
か
ら

二
百
名
近
い
労
働
者
が
集
ま
り
、
Ｊ
Ｒ

高
松
駅
前
で
の
集
会
の
後
、
三
越
前
ま

で
の
デ
モ
行
進
を
行
い
、
続
い
て
Ｊ
Ｒ

や
国
の
地
方
機
関
に
対
す
る
要
請
を
行

い
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
田
福
議
長
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
発
の
金
融
危
機
の
中
、
大
企
業
の

横
暴
に
よ
り
リ
ス
ト
ラ
・
人
減
ら
し
が

横
行
し
て
き
て
い
る
。
今
こ
そ
、
企
業

責
任
を
果
た
さ
せ
労
働
者
の
雇
用
と
く

ら
し
を
守
ろ
う
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
徳
島

県
労
連JMIU

か
ら
、
日
亜
化
学
工
業
の

解
雇
撤
回
闘
争
の
報
告
が
あ
り
、
香
川

県
労
連
か
ら
、NTT

不
当
配
転
闘
争
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

要
請
行
動
は
、
集
会
前
に
四
国
運
輸

局
の
鉄
道
・
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
の

三
部
門
に
対
し
要
請
書
を
渡
し
懇
談
し

ま
し
た
。 

鉄
道
部
門
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
輸
送

の
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
千
四
十
七

名
の
採
用
差
別
事
件
の
早
期
解
決
を
求

め
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。 

ト
ラ
ッ
ク
部
門
で
は
、
安
全
・
安
心

す
。 賃

金
等
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
公
務
員

賃
金
は
公
務
員
が
生
き
が
い
、
働
き
が
い

が
持
て
る
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
。
最
低

賃
金
は
、
時
給
千
円
・
日
額
七
千
五
百

円
・
月
額
十
五
万
円
以
上
の
引
き
上
げ
、

官
民
比
較
方
法
は
規
模
千
人
以
上
へ
引

き
上
げ
る
こ
と
な
ど 

公
務
員
制
度
で
は
、
職
務
に
専
念
で
き

る
給
与
と
身
分
保
障
の
形
骸
化
を
さ
せ

な
い
こ
と
。
定
年
ま
で
の
雇
用
の
保
障
。

人
事
評
価
制
度
を
職
員
育
成
型
の
仕
組

み
に
し
、
給
与
に
反
映
し
な
い
こ
と
。 

労
働
時
間
の
短
縮
で
は
、
一
日
七
時

間
、
週
三
十
五
時
間
に
短
縮
、
年
間
労
働

時
間
を
千
八
百
時
間
に
近
づ
け
る
こ
と
。 

高
齢
者
と
再
任
用
で
は
、
定
年
年
齢
を

六
十
五
歳
と
す
る
。
再
任
用
は
希
望
者
全

員
の
運
用
を
可
能
と
さ
せ
る
。 

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
で
は
、
雇
用

の
安
定
、
均
等
待
遇
な
ど
の
法
整
備
の
実

施
。
契
約
更
新
に
あ
た
り
「
解
雇
権
濫
用

法
理
」
の
適
用
と
合
理
性
や
納
得
性
の
な

い
雇
い
止
め
を
や
め
る
こ
と
。
休
暇
等
に

差
別
を
無
く
す
る
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。 

最
後
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
報
告
集
会

が
持
た
れ
、
〇
九
春
闘
を
意
気
高
く
た
た

か
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

単組の動き 
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所
は
都
道
府
県
と
市
区
町
村
の
地
方

自
治
体
に
認
可
さ
れ
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、介
護

従
事
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し

て
働
け
る
労
働
環
境
で
あ
る
か
は
公

的
責
任
で
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

以
上
書
記
長
談
話
よ
り
筆
者
加
筆
引

用) 

 
 

 
こ
の
よ
う
に
、
厚
労
省
の
狙
い
は
、

社
会
保
障
充
実
の
国
民
世
論
に
応
え

た
か
の
装
い
を
凝
ら
し
な
が
ら
、実
質

私
た
ち
介
護
労
働
者
の
期
待
を
大

き
く
裏
切
っ
た
の
は
、
給
与
等
は
事
業

者
と
介
護
従
事
者
と
の
間
で
決
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
労
使
に
委

ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
は
事
業
所
の
情
報

公
表
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
「
介

護
従
事
者
等
の
人
材
確
保
の
た
め
の

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

法
律
」
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
「
介
護

は
公
共
性
の
強
い
仕
事
」
で
あ
る
こ
と

が
再
三
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
事
業

所
は
都
道
府
県
と
市
区
町
村
の
地
方

 
労働組合運動史（戦後労働運動の高揚その2） 

 

組織上では以上の様な発展を示した労働組合運動も、21

年2月、3月は、全般的に退潮を示したが、4月7日の幣原

内閣打倒人民大会、さらに11年ぶりの第17回メーデー（東

京で50万人、全国で200万人が参加）、食糧メーデー（25

万人）にかけて再び運動は高揚し、労働組合の経済闘争は、

政治的闘争の色彩を帯びるにいたり、民主人民戦線運動、

幣原内閣打倒人民大会、など労働者階級を中心とする大衆

的政治闘争も高揚しました。こうして全国映画従業員組合

同盟(「全映」)の共同闘争を契機に闘争の形態は質的に転

化し、異なった資本のもとにおける同一産業の大規模な共

同闘争が展開されました。「全映」に続いて印刷出版、電力、

鉄鋼、機械器具らの産別労働組合が共同闘争に立ちあがり

ました。    

これらの共同闘争を通じて6月26日産業別労働組合準備

大会が開かれ、そこで当面の闘争方針、組織方針、労働戦

線の統一方針が審議された結果、8月19日には産業別労働

組合会議の結成が行われることになりました。産別会議の

結成は、労働組合運動を経済的な枠内から更に政治的に高

度化しようとする労働階級の成長の現われと見ることがで

きます。以上のように組織的な大発展を背景として、組合

の要求も高度化し、賃金値上げと共に団体協約の確立、経

営参加の要求となって現れてきました。  

ところで産別会議の動きより少し早い20年10月10日、

単一労働組会結成懇談会によって発足した総同盟は、21年

1 月に「日本労働組合総同盟」として正式に決定された。

このようにして結成された総同盟は、共同闘争を通じて組

織された産別会議と対立し、その後労働戦線統一世話人会

等によってしばしばこの両組織の合流が試みられようとし

たがその試みは実現せず、労働戦線における二大分野を画

することになりました。     

 (以下次号) 

 

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
国
民
負
担
増
を

求
め
る
制
度
作
り
を
ち
ゃ
っ
か
り
準

備
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

県
内
の
介
護
職
場
で
も
、
サ
ー
ビ
ス

（
無
償
）
介
護
が
行
わ
れ
た
り
、
病
院

か
ら
退
院
さ
せ
ら
れ
た
重
度
障
害
の

利
用
者
が
敬
遠
さ
れ
た
り
、
経
営
難
を

利
用
者
に
し
わ
寄
せ
す
る
動
き
な
ど

の
介
護
の
質
の
低
下
が
生
ま
れ
、
介
護

制
度
は
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
、

香
川
公
務
公
共
一
般
労
組
の
組
合
員

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。 

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
国
民
と
そ
れ
を
保
障
す

労働組合とは 

る
実
働
部
隊
で
あ
る
公
務
労
働

者
は
、
こ
う
し
た
国
の
欺
瞞
を
許

す
こ
と
な
く
、
団
結
の
輪
を
さ
ら

に
大
き
く
し
て
、
自
ら
の
要
求
と

と
も
に
国
民
の
願
い
を
掲
げ
て

活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
お
わ
り
） 

(

文
責
野
口)  

今後の予定 

3月14日(土)10：00～  単組代表者会議;県事務所 

3月15日(日)13:00～  ハンセン氏病問題 講演と映画のつどい;県社会福祉総合センター 

3月19～20日(金)13:00～第3回組織拡大専任者研修会・県事務所交流会;熱海 

3月26日 (木)18:15～  さぬき市職組 グチをいう会;長尾組合事務所 

4月10日(金)17:30～  おきプロ参加要請 四国ブロック青年部オルグ;さぬき市民病院職労 

4月21日(火)13:00～  組織部長会議;自治労連本部 

4月28日(火)18:00～  おきプロ四国実行委員会;松山 

5月1日(金)      香川県メーデー 


